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GIGMICSを用いた惑星状星雲NGC7027における [S IV]禁制発光遷移
の高分散分光観測
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GIGMICS(Germanium Immersion Grating Mid-Infrared Cryogenic Spectrograph)は、中間赤外線領域 (N-
band、波長 7.5–13.5µm)における波長分解能 R≡λ/∆λ=50,000を目指して本研究グループが独自に設計・開発
した冷却エシェル分光器である。2011年 3∼4月に東広島天文台の 1.5mかなた光学赤外望遠鏡のナスミス焦点台
に設置し、各種天体に対するファーストライト観測を行った。
観測波長域 10.2∼10.8µm付近における惑星状星雲NGC7027の分光観測を行ったところ、地球大気CO2の振動

回転遷移による吸収スペクトル群の間に強い輝線スペクトルが検出された。このスペクトルは直ちにNGC7027を
起源とする硫黄の三階電離プラズマ [S IV]の禁制発光遷移 (2P3/2→

2P1/2)に帰属された。その後、ON/OFF法に
よる [S IV]輝線のマッピング観測を行い、その空間分布を調べた。その結果、[S IV]はNGC7027の南西部に 0.10
光年程度の広がりを持って偏った分布をしていることが分かった。また、ベースライン補正を行った上で [S IV]
輝線をガウス関数によりフィッティングし、[S IV]の観測波長 10.51094(23)µmを得た。これにより、GIGMICS
の波長分解能 R=40,000が実証された。
本講演では、GIGMICSによって初めて得られた [S IV]輝線の強度および速度分布とその成因について、過去

の電波および近赤外線での観測結果との比較のもとに考察する。


